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１ 提案事業名  あじかた食の歴史ロマン隊 

 
２ 事業内容 

 

先人たちが開墾した大地の恵みである農作物、中の口川が育んだ鮭やマス・川

カニ、少し前まで郷土の料理として各家庭で作られていた塩引き団子、そして、

それを受け継いで生まれた現代のマス団子、さらに鎧潟の名残で今も狩猟され

る脂ののった野鴨など、当地域には独自に発達した食文化があります。 

また、それらの特異性を活かし、当地域の小さなスーパー（マスヤ様）では地

元の特産物を始め全国からストーリー性の高い食を仕入れて、SNS を活用して繁

盛しているお店もあります。 

このような地域で活躍する食の人材を活用して、味方小中学校で地域食文化

の歴史と生活形態や食文化がどのように発展してきたかの学びを提供する事業

です。 

食のストーリーに光を当て、この大地と人々の共存の歴史と発展を探究し、地

域愛の醸成と食文化の学びの一助となることが狙いとなります。 

 
 
事業スケジュール 

 

年内 

 

・現在、地域で実際に栽培、成育されている食材を調べ、子どもたちが育て

ることが可能なものに関しては実際に作付け、栽培し、収穫した後、その食

材を使って調理実習する。 

 

・食の歴史調査。（地域の食に関わる人達より講演） 

 

・大庄屋と地域の食のかかわり調査。（地域の方々から講演） 

 

・子どもたちが地域の食材を使って、現在あるレシピおよび昔食べられてい

たレシピを工夫改良し、新しいメニューを考える。 

 

資料１-（d）



 

・そのメニューを使ってお弁当を考案し、製作を業者に委託して地域のスー

パーや直売所等で販売する。 

 

・１月～２月まとめ発表と内外に向けた PR。 

事業効果，発展性 

 

・次世代を担う地域の子供たちが、食の現状と歴史を学ぶことによりさらに

郷土愛が生まれる。 

 

・地域の郷土愛に満ちた子供たちにより食文化を PR することにより南区の

発展に寄与する。 

 
 
 
３ 評価と課題（目的と成果，今後の取り組み等について記入してください。） 
 
昨年に続きさらに深みを入れました。 
小中学生が地元産の食材や食文化の魅力について子ども達に知ってもらい、

それを基に新たなメニューを開発し、地域内外へ発信して味方地区を広くアピ

ールする活動に取組みました。 
小学校では６年生が「小松菜」を使った料理のレシピを考案、リーフレットを 

作成し、J A にいがたかがやきさんにご協力をいただいて卸市場の小松菜売り場

に置いていただく予定です。また、３年生は地元の業者さんと共同開発した「れ

んこんのきんぴらんご（笹団子の中身がれんこんのきんぴら）」作りに挑戦しま

した。マスだんごに続く新たな味方の冬の名産品として販売できるよう、準備中

です。 
小学生は実際に野菜の栽培や調理実習等、様々な体験を、また中学生は地域の

食材を作る人材を取材しました。 
生産する人が目標に向かう努力と苦労から得られる喜びがあることに魅力を

感じた良い体験になったと思います。 
中学生は添加物が決して良くないことをさらに理解し、無添加の素材の大切

さにも気付くことができたと思います。これらの内容はリーフレットやＳＮＳ

等で順次紹介していきます。 
 
 
 
 
 
 
 



４ 実施状況写真 

小学校 

小松菜調理開発 

 
 
小学校 
笹団子調理開発 

 



 
 
 
 
中学校 
盈科で農業の楽しさを知る 
 

 



 
 
サムライランカ貿易でスパイスの奥深さを学ぶ 

 
 
 
とみやま農園で果樹栽培の魅力を教わる 

 



フードバンクの活動を知ったメンバーが、フードバンク代表者に集まった食品

をお渡しする 
 

 
 
 
 
農家のお二人のから、栽培・販売のやりがいをうかがう 
 

 



中学生リサーチ風景 
 

 
 
 




